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研究成果の概要（和文）：めまい平衡障害において、今回考案した下肢荷重平衡テストが新しい体平衡検査とし
て有用か否か検証した。末梢性めまい症例を対象にして、直立姿勢で，開眼・閉眼で左右それぞれの足底にかか
る荷重（Kg）を測定し、閉眼時の左右差について検討した。定常的な前庭機能障低下を有する持続性めまい疾患
と有さない反復性めまい疾患に分けて検討すると，下肢荷重の左右比は、持続性めまい疾患で20％、反復性めま
い疾患で10％となり、前者は後者に比べ有意に2倍近くの高い左右比を示した。
下肢荷重平衡テストは，前庭機能障害症例において、患側とその障害程度を定量化できる、新しい診断ツールと
して期待される。

研究成果の概要（英文）：In patients with peripheral vertigo,it is hard to evaluate the affected side
 and severity of ear with postural tests aside from ocular motor tests. We examined whether new type
 of postural tool as measured by weight bearing detects the lesioned side and severity. Patients 
with dizziness received the weight bearing test in the static standing. We calculated the laterality
 of weight bearing between left and right. The laterality was not significantly higher in patients 
with peripheral vertigo than in those with other etiologies. However peripheral vertigo subjects 
with unilateral vestibular disturbance (UVD) determined by caloric paresis showed about 2 times 
higher laterality than those without UVD. 
These results suggest that the laterality between left and right weight bearing indicate the 
affected side and severity of vestibular functional disturbance. The weight bearing test might be 
useful a postural diagnostic tool in patients with peripheral vestibular disturbance. 

研究分野： 耳鼻咽喉科、めまい平衡科学

キーワード： 平衡機能　重心動揺検査　下肢荷重　めまい　前庭障害

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において考案された下肢荷重平衡テスト（仮称）が、身体の偏倚性を正確に定量化して、前庭機能の活動
性の左右差を検出する可能性が示唆された。本検査が実用化されれば、将来的には前庭障害の体平衡機能を調べ
るのに有用な検査法として一般診療で汎用される期待がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

めまい平衡障害では眼振や体偏倚が認められ、その方向や大きさを評価することにより前庭機能

障害の病巣や病態（障害程度）の判断を行っている。眼振に関しては、眼振計を用いて眼振の方

向や振幅を定量計測することにより客観的評価が可能であるが、体偏倚の方向や大きさに関して

は、直立検査（ロンベルグ検査、マン検査）を用いているが定量的な評価はできない。 

身体の平衡は前庭覚系と視覚系、深部知覚系から入力された平衡感覚情報を、中枢で統合し脊

髄運動系に出力する体平衡制御システムによって調節・維持されている。一側前庭障害の場合、

患側前庭からの脊髄運動系への体平衡制御システムに左右差が生じて身体バランスを崩し、患

側への身体の偏倚、さらにその左右差が大きいと患側への転倒にまで至る。したがって、身体が

傾く方向とその大きさについて客観的に評価することは、めまい臨床上、非常に重要なこととなる。 

 
 
２．研究の目的 

今回、めまい平衡障害における、体が傾く方向と大きさを定量化するため、下肢荷重平衡テスト

（仮称）を新規に考案した。本研究では、姿勢・歩行障害をきたす一側前庭障害症例において、下

肢荷重テストが、身体偏倚の方向とその大きさを数値化、定量化して、体平衡制御システムの機能

左右差を客観的に評価できるか否かを明らかにし、新しい体平衡検査としての有用性と汎用性に

ついて検証する。 

 
 
３．研究の方法 

下肢荷重検査とロンベルグ/マン検査を行っためまい平衡障害症例78例（男性21例，女性57例，

平均年齢 59.9 歳）を対象とした。 

 〈下肢荷重の測定方法〉  

直立姿勢で，足位閉脚，両上肢は体側下垂位とした。開眼・閉眼で左右それぞれの足底にかかる

荷重（Kg）を30秒間，靴型の下肢荷重測定装置を用いて測定した。閉眼時の左右の下肢における

平均荷重を解析した。  

〈検討項目〉  

(1)平均下肢荷重の左右差率を（優位側－非優位側）/優位側で算出し，末梢性めまい疾患〔持続

性/反復性〕とその他のめまい疾患における左右差率を比較検討した。  

(2)左右の平均下肢荷重の優位側とロンベルグ/マン検査の偏倚側の一致性を調べた。 

 
 
４．研究成果 

(1)末梢性めまい疾患とその他のめまい疾患を比較すると，末梢性めまい疾患で左右差率の大きい

症例が多くみられた。しかし，それぞれの疾患群の左右差率の値に有意差は認められなかった。  

しかし，末梢性めまい疾患を，定常的な前庭機能低下を有する持続性のめまい疾患と，有さない反

復性めまい疾患に分けて検討すると，持続性めまい疾患では0.2以上，さらには0.3以上の左右差

率の大きい症例が多くみられた。また，各疾患群の左右差率の平均値で比較すると，持続性のめ

まい疾患は反復性めまいと比べ有意に2倍近くの高い左右比を示した。 このことから，下肢荷重を

解析することにより，めまい疾患の機能障害の左右差を定量的に評価できる可能性が示唆される。  

(2)ロンベルグ/マン検査で右か左への体偏倚を認めたものは56例にみられたが，そのうち身体の偏

倚側と下肢荷重の優位側が一致した症例は41例の73.2%に認められた。  



このことから，下肢荷重を調べることにより，前庭障害性のめまい疾患において患側を検出できる可

能性が考えられる。 

以上より、下肢荷重平衡テスト（仮称）は、姿勢・歩行障害をきたす末梢性めまい症例において、患

側とその障害程度を定量化できる、有用な新しい診断ツールとして期待される。 
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